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NPO法人全国生涯学習ネットワーク・公益財団法人東京市町村自治調査会共催
後援：武蔵野市教育委員会

多摩発・遠隔生涯学習講座

2019年6月・7月開催予定の講座案内

インターネット
放送による

日　時　2019年7月11日（木）　14：30から約1時間　　題　名　薬は賢く選びましょう　　
講　師　加藤　哲太　氏（(一社)日本くすり教育研究所代表理事・元東京薬科大学教授）

日　時	 2019年6月13日（木）　14：30から約1時間
講　師　石崎　幸治　氏（写真家・文筆家・絵描き）
内　容　�私は写真の専門的な教育を受けずに写真の仕事を始めたので、苦労

しました。作りたいイメージがあっても、技術が伴わないので、思
い描いた写真が撮れませんでした。その後、文章・イラスト・陶芸
もするようになりましたが、独自の世界を創るのは難しいです。ど
の分野でも常識に囚われない、今までなかったものを創り出したい
と努力しています。

○受　講　料	 無料（ただし資料代100円）
○メイン会場	 多摩交流センター　第2会議室（申込みは必要ありません。直接会場にお越しください。）
○サテライト会場	 武蔵野市西久保コミュニティセンター
○ライブ中継・VOD視聴について	
　�多摩発・遠隔生涯学習講座のホームページ（http://zsgn.dp-21.net/tsgn/）から無料で、当日の講座の視聴

（ライブ中継）や過去の講座を視聴（VOD視聴）することができます。
問合せ先　TEL 070-2685-3602（高原）　TEL 0422-52-0908（菅原）　
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第1186回 7月4日（木）
14：00から

江戸時代の伊賀者～
一揆頭取の探索

深谷　克己　氏
(早稲田大学名誉教授)

武蔵野市西久保
コミュニティセンター
（JR三鷹駅北口　徒歩7分）

第1187回
※

7月11日（木）
14：30から 薬は賢く選びましょう

加藤　哲太　氏
((一社)日本くすり教育研究所代表理事・

元東京薬科大学教授)

遠隔視聴（サテライト）会場
武蔵野市西久保

コミュニティセンター
（JR三鷹駅北口　徒歩7分）

第1188回 7月18日（木）
14：00から 消費者・都市住民と農業

蔦谷　栄一　氏
(農的社会デザイン研究所代表・元農林中金総合

研究所特別理事・元早稲田大学非常勤講師)

田無公民館
（西武新宿線田無駅南口　徒歩3分）

第1189回 7月25日（木）
14：00から

ダイバーシティと研究環境～
津田塾大学のとりくみ

小舘　亮之　氏
(津田塾大学総合政策学部教授)

小金井市前原暫定集会施設
（JR武蔵小金井駅南口　徒歩7分

小金井市役所向い、商工会館隣）

☆申込みは必要ありません。直接会場へお越しください。
※第1187回は、第185回多摩発・遠隔生涯学習講座と共同で実施します。メイン会場は多摩交流センターです。
[問合せ先]　TEL 042-465-3741（浅田）　　TEL 0422-52-0908（菅原）

（受講料は会員無料・会員外は7月11日を除き、1回500円）
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実施報告
　2019年3月16日(土)、聖蹟桜ヶ丘ショッピングセンター6階のアウラホールにて『私が出した「資源」は何処へ』を
テーマに第26回TAMAとことん討論会を開催しました（参加者は約90名）。
　前半は、資源として回収されている品目についてのリレー講演。後半はパネルディスカッション形式で、前半の登壇者
に再度ステージに上がっていただき、講演内容に関連した討論を行った後、登壇者を中心にグループに分かれ、ワール
ド・カフェ方式のワークショップを行いました。
　

■主催者あいさつ　
小石　惠子（第２６回ＴＡＭＡとことん討論会実行委員長）

（NPO法人東京･多摩リサイクル市民連邦代表理事）　　
■来賓ごあいさつ　  

阿部　裕行(多摩市長)
■来賓ごあいさつ

松永　竜太(東京都環境局資源循環推進部長)
■調査報告
「資源のゆくえ」に関する情報発信・啓発に関する調査
江尻　京子（NPO法人東京・多摩リサイクル市民連邦事務局長）

■リレー講演
資源リサイクルの最前線から、各資源の現状と課題についてお話をいただきました。

【古紙】 
上田　晴健(東京都製紙原料協同組合常務理事)　　

【びん（リユース）】
戸部　昇(東京包装容器リサイクル協同組合理事長)

【びん（リサイクル）】
菅澤　太二(東京硝子原料問屋協同組合代表理事)

【金属・小型家電】
永田　博孝(港区リサイクル事業協同組合理事長)

【古繊維・古着】
内田　長(関東古繊維協会・ナカノ(株)リサイクル部マネージャー)

【プラスチック】
鈴木　雅夫(一般社団法人プラスチック循環利用協会)　　　　　　　　　

■全体ディスカッション・ワークショップ
　●コーディネーター

　山本　耕平	 
（ダイナックス都市環境研究所所長 NPO法人東京・多摩リサイクル市民連邦会員）
　リレー講演の登壇者によるディスカッションの後、グループに分かれ、登壇者
と参加者がお茶やお菓子を手に、リラックスした雰囲気で情報交換を行いまし
た。また、飲み物のカップは多摩市所有のリユースカップを使用し、ごみ減量に努めました。

■閉会のあいさつ
木幡　収治(公益財団法人東京市町村自治調査会事業部長)
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多摩交流センターだより

【主催】
第26回TAMAとことん討論会
実行委員会

（NPO法人東京・多摩リサイクル市民
連邦、（公財）東京市町村自治調査会）

プログラム （敬称略）

▲ワークショップの様子

▲主催者あいさつ

▲リレー講演

▲パネルディスカッション

多摩交流センターだより 多摩交流センターだより


